






















































































































lQOCを下ちず， また日中も 300Cを越えない加温したガラス室で行った. 各品種とも径 19cmのポ
ット仁15粒ずつをまき，発芽の斉一な7.-8個体だけを残して供試した. 日長条件は， 24 (昼夜




































とめて第3表ど第2図とに示した. この結果から明らかなように， Eの品種も 24時間照明下では一
様に3'"'"'43日で止葉が展開した. 一方， 短日条件下では止業展開まで日数が品種によって著し










































































































?? ? ?? ?，
??
? 、 ， ?
?】 ? 、 ，
? ?， 、
?、 ，








































の平均値とを示した. なお， 各品種のそれぞれの播種期仁ついて， 播種から止葉展開までの期間仁






















第5衰の数字を得た.との数字はBeleh・ 1.ぉ ・9 1.0 1.1 1.2 1・3 -1.4 
radek (1926)の温度係数に該当する ・ 生育期の温度(対数)
ものであるが， これらはどれも 1%水準で 第3図止葉展開期と生育期間中の平均温度


















































38.2 39.0 42.7 92.3 107.6 89.0 
7.0 7.0 7.0 8.0 8.0 8.1 
30.1 33.8 41.8 78.0 98.8 85.2 
6.0 6.7 7.0 7.0 7.0 7.0 
45.5 45.9 51.5 114.9 114.3 96.3 
8.3 9.0 9.5 9.0 10.4 10.0 
32.3 33.4 34.8 77.0 101.2 88.7 
7.0 7.0 7.4 8.0 9.0 8.9 
種
I li N V W ~ X 
f日数 72.7 
畿内 5 号{葉数 8・o
Tammi f日数 66.0 
l業数 7.0 






ュアリーCj t業数 9.5 
56.6 42.4 39.7 
8.0 8.0 7.0 
51.3 36.0 35.9 
7.0 6.6 6.0 
58.0 45.9 40.0 
9.4 8.0 8.0 
51.8 38.6 35.5 
8.0 7.9 7.0 
50.4 35.2 28.5 
7.0 7.0 6.0 
56.4 40.4 37.9 
9.2 8.0 7.0 
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E W V W ~ X 
56.3 42.8 39.0 35.1 43.5 45. 
8.0 8.0 7.0 
月











45.0 104.0 113.2 89.7 67.8 
7.0 7.0 7.2 8.5 9.0 8.5 8.1 
70.5 54.3 39.8 39.6 40.0 53.0 61.3 103.1 107.6 87.1 66.1 
7.0 7.0 6.9 6.0 7.0 7.0 8.0 7.3 7.0 6.9 7.0 
85.0 65.0 54.4 46.5 46.3 80.3103.5 142.0 127.9 105.1 84.1 
10.0 10.0 9.0 8.7 9.0 10.3 10.4 10.9 12.1 1I.6 9.5 
87.4 64.0 45.0 ー*ー..159.7133.3 147.2 126.8 105.7 82.7 
13.2 10.2 10.0 一一 12.211.9 12.6 12.9 12.4 9.5 
78.6 57.0 46.3 40.9 30.7104.4 113.9 144.0 123.1 98.7 81.1 
9.6 8.8 8.2 7.0 6.0 11.0 10.6 11.5 11.9 11.2 9.4 
93.6 75.1 56.7 54.5 -* 221.6 191.8 164.4 157.8 111.5 103.1 












品 種 止業展(開10gま3で日数 主稗業数 生 1長0' 率(log) 
畿 内 5 号 -1.01845** -2.18764* 0ー.88344**
Tammi 1ー.09312柿 1ー.47691骨 -0.91062キ*
ゼタサシデル 1ー.15055梅本 -4.24110** -0.91847** 
夏大 根 麦 -1.13569*本 -3.72175*俳 司 0.87986**
鐘 狗 尾 麦 1ー.20455** 自 4.16674** -0.93562** 
メンジsアリー C -1.16710** -6.23491ホ* 一0.831ω柿

























くとき， ほほ直線と沿ったので， これらから， 品種別に生長率の生育温度仁対する直線回帰係数
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日長仁感応するその他の品種， こど仁純長日性のメンジュアリー Cなどでは， これと趣を異にし，
その様相は若干複雑である. これらを秋季仁播種した場合は出穂が顕著に遅れる. しかし， この時

































光週反応の品種間差異は， Garner and Allard (1923， 1930)の大豆品種についての研究以








Cooper 1956および Riddleand Gries 1958)のほか，燕麦 (Wiggansand Frey 1955)，ラ
イグラス (C∞per1952)などでも認められている.
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て違った結果や推論が示されている.Roberts and Struckmeyer (1939)は多数の種を3種の温
度と2種の日長とを組合せた6条件で栽培し，花芽形成状態を比較した. その結論として， 日長
はある温度の範囲では花芽形成の支配的要因であるが， その温度範囲外でi土日長刀影響まごく弱
ひと述べてやる. たとえば， タパコ品種 MarylandMammothは中程度の温度では典型的な短
日植物であるが，低温では長・短日ともに開花し， 高温では長 ・短目ともに開花しないという.村
岡ら(1957)もタパコ4品種を用いた実験で閉じような結果を得た. また， Knott (1939)はホウ
レツソウの抽苔には， 温度と日長の最適の組合せ条件があることを示した. しかし， Garner and 
AUard (1923， 1930)は， 熟期の異なる大豆4品種を周年播種試験した結果， 温度はたしかに
開花期に大きく影響するが，これによって品種の早晩の順序が変ることなしこの意味で品種の花芽
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